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観
光
課

☎ 

０
５
５（
９
４
８
）１
４
８
０

　
「
ジ
オ
を
活
か
す
、
味
わ
う
！
」
を
テ
ー

マ
に
、
市
内
の
ジ
オ
ポ
イ
ン
ト
な
ど
を
、
伊

豆
半
島
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議
会
認
定
ジ
オ

ガ
イ
ド
と
と
も
に
バ
ス
で
め
ぐ
り
ま
す
。

と 

き
／
２
月
24
日（
日
）８
時
30
分
〜
15
時

※
小
雨
決
行
、
荒
天
中
止
。

集
合
場
所
／
伊
豆
長
岡
庁
舎　

正
面
玄
関
前

対 

象
／
小
学
生
以
上
80
人（
先
着
順
）

参 

加
料
／
無
料（
か
つ
ら
ぎ
山
ロ
ー
プ

ウ
ェ
ー
乗
車
代
１
，０
０
０
円
は
別
途
）

持
ち
物
／
歩
き
や
す
い
靴
、
飲
み
物
、
雨
具

※
動
き
や
す
い
服
装
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

申 

し
込
み
方
法
／
２
月
15
日（
金
）ま
で
に
電

話
ま
た
は
観
光
課
窓
口
で
申
し
込
み

参 

加
特
典
／

① 

イ
ベ
ン
ト
限
定
特
製
ジ
オ
弁
当（
税
込
１
，

０
０
０
円
・
当
日
支
払
い
）が
購
入
可

※
希
望
者
は
申
込
時
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

② 

道
の
駅
伊
豆
の

へ
そ「
伊
豆
い

ち
ご
フ
ァ
ク
ト

リ
ー
」ソ
フ
ト
ク

リ
ー
ム
１
０
０

円
割
引
券

◆
ツ
ア
ー
行
程
（
予
定
）

８
時
30
分　

出
発（
ツ
ア
ー
開
始
）

　

 

ジ
オ
ポ
イ
ン
ト
①
「
か
つ
ら
ぎ
山
」

　

○ 

山
頂
か
ら
大
地
の
成
り
立
ち
を
見
渡

そ
う

10
時

　

ジ
オ
ポ
イ
ン
ト
②
「
狩
野
川
放
水
路
」

　

○
放
水
路
の
ト
ン
ネ
ル
に
入
っ
て
み
よ
う

11
時
30
分

　

伊
豆
半
島
ジ
オ
パ
ー
ク
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

　
「
ジ
オ
リ
ア
」（
伊
豆
市
修
善
寺
）

　

○
ジ
オ
パ
ー
ク
を
学
ぼ
う

　

狩
野
川
記
念
公
園（
昼
食
）

13
時

　

ジ
オ
ポ
イ
ン
ト
③
「
白
鳥
山
」

　

○ 

大
迫
力
の
柱
状
節
理
を
見
て
み
よ
う

13
時
30
分

　

ジ
オ
ポ
イ
ン
ト
④
「
水
晶
山
・
大
仁
橋
」

　

○ 

狩
野
川
台
風
の
歴
史
と
遺
構
を
学
ぼ
う

14
時
30
分

　

 

道
の
駅
伊
豆
の
へ
そ
「
伊
豆
い
ち
ご

フ
ァ
ク
ト
リ
ー
」

15
時　

到
着（
ツ
ア
ー
終
了
）

市内南江間にある江間公園の一角には、国
の天然記念物に指定されている魚雷が設

置されています。この魚雷は、昭和5年（1930）、
死傷者 825 人、家屋半壊以上 7,501 件の大被
害をもたらした「北伊豆地震」を偶然記録し
た天然の地震計として知られています。
　魚雷はもともと旧江間小学校に展示されて
いたものですが、地震によって魚雷が動き、台

座が魚雷の表面を鋭く削ったことで、全長 725mmの
キズ（擦

さっ

痕
こん

）が残りました。擦痕は、地震発生当時、複雑に揺れ
た様子や揺れの激しさを物語っています。
　魚雷は、北伊豆地震の揺れを刻んだ貴重な資料「地震動の擦
痕」として、昭和 9年（1934）、天然記念物の指定を受けて、後
世に残されることになりました。その後、昭和 60 年（1985）
の保存事業によって現在の場所に移されました。
　地震動の擦痕は、北伊豆地震の痕跡を目で見て知ることがで
きるジオポイントです。

問 観光課　☎ 055-948-1480宮
みやした

下 かよ子
こ

 氏

伊豆半島ジオパーク推進
協議会　認定ジオガイド

▲大仁橋・水晶山

伊
豆
の
国
ジ
オ
ツ
ア
ー
を
開
催
し
ま
す
！

第
３
回

○梅まつり写生コンクール
テーマ／大仁梅林
参加資格／小学生以下（参加費無料）
※用具（画板・クレヨンなど）は貸し出します。
※金賞作品は来年度のポスターに使用されます。

○梅まつり写真コンテスト
テーマ／大仁梅林
参加資格／どなたでも（参加費無料）
参 加方法／氏名・連絡先を記入し、写真は四つ切サ
イズに印刷したものを 2月 15 日（金）までに観光
協会へ郵送もしくは持参してください。
※金賞作品は来年度のチラシに使用されます。
※昨年の写真でも構いません。

○梅お散歩ラリー
受付／ 10：00 ～ 10：30
集合場所／ひまわり保育園大仁分園
参加資格／健康で、ひとりで歩ける人
参加費／ 1人 500 円
　　　　（おおひと笑店会商品券 500 円付）
定員／ 100 人（先着順）
申 し込み方法／電話または FAX で申し込みくださ
い。FAX の場合は、氏名、年齢、住所、電話番号
を明記の上お送りください。

問 伊豆の国市観光協会
〒 410-2201　伊豆の国市古奈 255
☎ 055-948-0304　FAX 055-948-5151

　

皆
さ
ん
、
サ
ェ
ン
バ
ェ
ノ
ー
。
日
差
し

も
日
に
日
に
暖
か
く
な
っ
て
き
た
よ
う
な

気
が
し
ま
す
が
、
皆
さ
ん
は
い
か
が
お
過

ご
し
で
す
か
。
年
明
け
か
ら
も
う
一
カ
月

が
た
ち
ま
し
た
。
家
族
で
過
ご
し
た
初
め

て
の
日
本
の
お
正
月
。
共
通
点
や
違
い
を

改
め
て
実
感
し
、
新
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

そ
し
て
今
月
、
再
び
お
正
月
を
迎
え
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
モ
ン
ゴ
ル
で
は
旧
暦

で
お
正
月
を
祝
う
の
で
元
旦（
今
年
は
2

月
5
日
）に
は
、
も
う
一
度
初
詣
に
行
こ

う
と
思
い
ま
す
。
旧
正
月
の
こ
と
を
ツ
ァ

ガ
ー
ン
サ
ル（
白
い
月
）と
言
い
、
夏
の

ナ
ー
ダ
ム
祭
と
と
も
に
一
年
で
最
も
大

切
な
行
事
の
一
つ
で
、
こ
の
期
間
は
独
特

の
雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま
す
。

　

私
は
、
旧
正
月
に
向
け
て
大
掃
除
を

し
、
伝
統
料
理
の
ボ
ー
ズ（
蒸
し
餃
子
）

を
作
り
ま
し
た
。
モ
ン
ゴ
ル
で
は
、
毎
年

旧
正
月
が
近
づ
く
と
兄
弟
全
員
が
実
家
に

集
ま
り
、
幼
い
こ
ろ
の
笑
い
話
を
し
な
が

ら
ボ
ー
ズ
を
１
，８
０
０
個
も
作
り
ま
す
。

外
は
氷
点
下
の
世
界
な
の
で
、
ボ
ー
ズ
を

2
、3
時
間
置
く
だ
け
で
自
然
冷
凍
し
て

し
ま
い
ま
す
。
両
親
は
親
族
の
中
で
一
番

高
齢
な
の
で
、
孫
や
子
ど
も
か
ら
友
人
、

近
所
の
人
た
ち
ま
で
、
あ
い
さ
つ
に
訪
れ

ま
す
。
多
く
の
人
々
が
デ
ー
ル（
伝
統
衣

装
）に
身
を
包
む
姿
も
ツ
ァ
ガ
ー
ン
サ
ル

の
ム
ー
ド
を
ぐ
っ
と
引
き
立
て
ま
す
。

　

ツ
ァ
ガ
ー
ン
サ
ル
が
終
わ
る
と
、
モ
ン

ゴ
ル
に
は
春
が
訪
れ
、
気
候
も
だ
ん
だ
ん

温
か
く
な
っ
て
来
ま
す
。
厳
し
い
冬
を
乗

り
越
え
て
春
を
迎
え
る
事
を
喜
び
、１
年

間
の
幸
せ
を
祈
り
ま
す
。

問 

市
長
公
室

☎ 

０
５
５（
９
４
８
）１
４
３
１

ボーズ

国
際
交
流
員
が
モ
ン
ゴ
ル
を
紹
介
！

連
載ジ

ャ
ル
ガ
ル
の

ほ

ぼ

日
記

第
11
回

ツ
ァ
ガ
ー
ン
サ
ル

〜
モ
ン
ゴ
ル
の
正
月
〜


